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北　ア　ル　プ

i_IX一山というのは地下の深い所におる熔融状態のマ

グマ〔岳隷(がんしよう)ともいう｡地下のどろどろと

けた高温の造岩物質をいう｡ 〕が地表に噴出し､そこに

噴出物がつみ垂っtiHを作ったものか､い､マグマが地

表近くまで上ってきて､そのためにある勧膜地形を作

った場合も火山の一種と考えられている｡したがって､

火山噴出物からできていても火山特有の地形を作らない

場合には火山とはよはないo火山の噴出物というのは火

山ガス､熔岩､火山砕屑(さいせつ)物などである｡こ

のうち火山を作るものは熔岩と火(i｣耐電(さいせつ)物で

ぁる｡熔岩は火山噴出物の主体をなすもので､熔岩の葦

質(特に精粗)によって火山の彩も大分変ってくるo燃

費の粘性は同一化学成分の熔岩でも温度によって異り､

また同一温度でも化学取分によって変化するo成分が一

茂ならば､過勤清いほど粘り気が少なく､また揮発性

物質が多いと糖陸は小さくなるといわれているoまた､

珪酸分の少ない熔岩〔塩基注文は苦鉄(くてつ)質とい

親しる-玄武(げんふ)岩など)は椙注が小さく､磋

酸分の含有量の多い熔岩〔酸牲または桂長(けいちょう

)質といわれる-一流紋(りゆうもん)岩など〕は脂性

が大きい｡

これらの各種の性質の熔岩が火山体の主体を構成するが

粘性の少ないものは綱t易く､高さに比べて裾野の広い

山体〔楯(たて)状火帖アスピーテ､例えは霧ヶ峰な

ど〕を作り､粕蛙の大きいものは流出こくく､突出した

山体〔踵状火山､トロイデ､例えば焼岳など〕を作る｡

火山砕屑(さいせつ)物は火山の爆発によって飛散した

岩片の総称で､火山岩魂(がんかい) ､火山轢､火口恢

火山弾､軽石などをいう｡

上に述べだ熔岩や火山砕屑物がつみ重なって火山を作る

が､熔岩と砕屑物とが交互に重なる場合には故国(せい

そう)火山とよほれている｡

次i山は形の上から次の榛に値子ら'tてる･

1､熔岩火山

(1)熔岩台地(ペデイ九二イテ)

(2)楯状火山(アスピーテ)

(3)熔岩円頂丘(トロイデ)

(4)火山岩尖(ベロニ(チ)

2､成層火山(コニイデ)

3､碑屑火中

ス　の　火　山

田　　中　　邦　　雄

(I)マール

(2)砕屑丘(ホマーチ)

ら_一一- ._

_キー■トそよ豪

ん-褒該益-
火山の義彬の分断

●燐命喰くべデイオこイブ) ♭･網状火山(アスピ
ーチ‥･d･e･排-丘(トロイデ) f･火嶋

輿(べウェイデ, 8･肢房火山(つつイヂ) h･マ
-,L i虜屑丘(木マーチ)

;北辛,レブスには高い山岳が連なっているが､この

うち火山で作られているものは､主なものとしては､御

岳､乗鞍岳､焼岳などをあげることができるo

御岳は花崗岩や古生園を基盤とした火山で､典形的なコ

ニーデである｡北々勅､ら面々西にならぷいくつかの中

心から溶岩を流し､頂上は多くの峰に分かれているが､

大体､斬り支天､継母岳､奥ノ院が外輪山で･剣ケ横が

中央火口丘となる二重火山と考えられ､火口跡には-ノ

池から五ノ池までの火口湖ができている｡これを作って

いる溶岩は噴出した時代により多少のちかいがあるが､

多くは､角閃石や輝石を含んだ安山岩である｡

乗鞍岳は､その形は長く裾野をひいたコニーデで･ほぼ

南北にならんだ数個の火山が集っている｡北から四ケ高

鳥嗣子岳､恵比須岳､摩利支天白､乗鞍百本雌とならん

で､それらにはそれぞれ-ノ池､健ケ池などの火口湖が

ぁる｡これらの火山の活動は､北からしだいに南に移っ

たもので､それにともない溶岩の桂酸の丑もしだいに減

少する傾向を示している｡溶若は四ケ岳､烏帽子岳は黒

雲母(くろうんも)を含んだ輝石(きせき)安山岩で､

恵比須岳溶岩はこれにカンラン石を加え･節岐天溶岩

は黒雲母(くろうんも)や角閃石(かくせんせき)を含

んだ輝石安山岩､乗鞍岳本峰は輝石(きせき)安山岩で

ある｡
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焼岳の形は鐘状(ドーム状)で､頂上には火口があり､

現在も噴煙を勧プている北アルプス唯一の活火山である

活動の歴史は新らしく､殊に大正4年6月4日の噴火は

激烈なもので､梓川をせきとめ､上高地の景勝､大正池

を作った｡溶岩は上下2枚あり､下部のものは輝石を含

んだ角閃石安山岩であり､上部のものは黒雲母や輝石を

含んだ角閃石安山岩である｡

以上の他に白馬乗鞍岳､風吹岳､鷲羽岳､立山な

ども火山と考えることができる｡

白馬乗鞍岳は白馬岳の北にあり､白馬大池のあることで

名商いが､この大池は火口跡に水のたまったもので､火

厳　冬　の

爺ガ岳東尾根
大　町　山　の　会

福　島　融

キャップライトの光をたまりに暗変の雪尾根を1人で

たどるのはさすがに淋しい､先刻BH (根拠地の家)を

出る時は凍りつきそうな北極星が北天にまたゝいていた

のに何時の間にやら淡いライトの光の中を白いものがち

らつき出して来た｡取付の苦しい急坂はステップ毎にワ

ッパ(輸カンジキ)のギエツギユツときしむ音が妙に耳

にこびりつく｡辺りは全く死んだような静けさだ｡本隊

の残して行ったラッセルシュプール(踏み跡)に助けら

れてピッチは快調にはかどる｡ 5時､ 1400皿の支尾根基

部を過ぎて本尾根へ出ると風が出てブナ林の梢を略し始

める｡ 5時40分､朝食韓備中のCl(第1キャンプ)へ無

事入天して全員初めて元気な顔を揃え終えるo Clサイト

(テント場)はプラン通りに行っており約1500mのブ

ナの疎生林の中にカマボコ型(6人用)とマナス〉レ型

(2人)の冬天(冬季用天幕) 2つ並び､更に夏天が

-張倉辟用に用意されており充分前進根拠地として役

立ったらろと安心する｡延達のねび言もそこそこに心

すくし朝飯を詰込んで7時30分､小雪の中を予定通り

C2 (第2キャンプ)の建設に向う｡

別にKuはBHへ昨日残して来た若干の置荷をサポー

ト(荷上げ)に下り､ Clキーパー(留守番)は女性の

Aをあてる｡ 1人約15KgのC･=用資材を肩にしたM以

下7名の建設隊は昨日予め先発隊が稼いでおいたラッ

セル(雪をふみわける事)の跡を楽にトレースしなが

ブナ林の串に投げられた第一キャンプ　ー}

ら寵口湖である｡

風吹岳は白馬乗鞍岳の東北に位置し､ここにも火口湖が

存在する｡やはり大池とよんでいる｡鷲羽岳は嚢銀座の

縦走路のピークで､頂上匝下に水をたゝえた大きな池が

ある｡この池も前記の白馬乗鞍､風吹と同じように火口

跡に水をたゝえだものである｡いづれも安山岩からでき

ている｡針ノ木岳の西にある立山は基盤岩上に安山岩の

溶岩を流した火山で､つい最近1951年9月にも噴火した

頂上から西の地獄谷では盛に噴煙やガスを噴出している

これらの北アルプスの火山はほゞ南北に分希して､い

わゆる乗鞍火山帯(または御岳乗鞍火山帯)を作ってい

る｡
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度を上げてゆく､時々トップの交代を行っては新人のた

めにラッセル技術のトレーニングをさせる｡

10時､ 1776米のシャンクレヨン(2筋の尾根の交点)

を通過､オブザーバーのKo先生は8ミリシネで行動記

録の撮影に忙しそうだ｡高度をかせぐに従って積雪量は

漸増しもう3mはあろうか､秋の偵察の時充分南目につ

けた箸の赤い誘導標識が目よりも低くなって風にはため

いている｡

100Omのピークを越えてクリスマスツリーのようは可愛

い栂に囲まれたG2サイト-到窟したのは丁度11時､憤ち

に雪の中で昼食をとろもHはガンコな食欲不振を訴える
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なれない連日の重荷とチッセルで大別肖悔したらしい

が大した車もなさそうだ｡食後ThとRに命じて明日

のアタックコースのナノセルを時間一杯かせかせると

ともに残りの隊員はC2建設に全力をあげて張切る○

チッセル工作隊が幅,捜した'創こぼCeの建設は全く完了

して新調のミード型冬天が力強く強固に耐えで,､る'･:さ

がいかにもたのもしい｡きっと今俊の快眠を約束して

明日の吸功の原動力となる快適なアダックキャンプな

るだろう｡ 2時､吹雪摸熊の中を攻撃隊のM以下3着

を残して他は明日の天候を気づかいつつC▲へ引返して

いった｡

楽しい夕食の一刻もすぎた頃から外はまた一段と風雪か

っのり膵んに天幕,をゆきぶる判決調なラゾウス(石油コ

ンロ)の燃焼音を宇部貝にきゝながら明日の成功を念じ

っ､シエラーフザック(浸袋)へもぐりこむ｡22日､ 4

時､天幕の強風にはためく激しい音に銘めてあわたゞし

く外へ追い出した｡巻き込むように吹きまくる狂人勤ま

相変らず強いが雪はすでに止んで､満天に星をいたゞい

た西空を突き上げるように蟹立する爺ケ岳主峯の勘こ思

ゎず〝いけるぞ〝と怒鳴る｡連中も次々に這出しで寒さ

も忘れて顔を輝やかす○早速朝食進鯖と登きよ装備の再

点検に取りか､るが､一明がもどかしく感じる位攻撃惑

欲が盛上る｡ 6時､腹ごしらえも整って勇躍C2を後にま

だ真暗な中を韻発するoM､Tm ･F､S､のオーダー(順序)

でラッセルシユプ-,レをたどるが昨寂の吹雪で略んと消

されてしまって萬うようにはかどらないo気温零下8受

顔や手先が痛い程だ○この分なら必ず快晴は疑いあるま

い./成功はまはや宵罰の問題だという自信が湧き､いや

が上にもファイトを燃す｡

藍iik._ � 

∴∴∴ 詰鰹ii鸞淑 �1､事 ･ii療i 韓諒 _..SXI_ 

200Omに殴けられた第2キャンプ

ナイフリッチ(極錨な擾尾根)手前の大きいピークの中

腹辺から明るくなってきた｡登り切った頃には視界は全

く明け渡り､振り返えると雲海の彼方に黒々と連なる粟

の山の端から朝日が静かに昇り始めている｡あたかも我

らの前途を祝福するかの様である｡

遠くには八ヶ岳遊撃や南アルプスの山々が浮かびその間

に秀脆な富士山の姿がかすんでいる｡改めて正面を仰げ

ば今や旭日を浴びて薄紅色に輝く爺ケ岳の容姿は全く索

晴しく隣の鹿島槍に一歩もゆすらぬ威厳をもって迫って

くる｡小海の谷から北峯-のし上げている北リッチも･

我々のゆく東尾根との間の主峯リッチもまだ積雪李末輩

はんルートとして残っていると思うと盛んに初登きよ慧

欲にかられる｡ナイフリッヂにきしかゝった辺りからラ

ッラルが次第にきつくなったのでアタックの2人を温存

するためにオーダーをFMSTmと組替える0 -番擬せ

た嫌なりッ刊まアンザイレン(ロープで互に結ぶ)して安

全度を増して通過､そのまゝコンテイニアス(アンザイレ

難 {-I.J.. 

I: ? ∴ �� � ��き ��2�｣��

∴: 凭ｨ自?�������漕i主 剏� 

響 �� ��

●言 ��r�鐙���蔦ﾙlR� �� ��･∵∴ �� ��

∴∴､ ∴ �� 

ii｢i言 � � 剏ｾ 緻 ���ｨﾋ粨耳爾�綴茶ﾒr耨2粫�� ���4ﾂ�

* '& �����ﾈ�ｲ� 

千-: +-,..栄 侘鵤� 亦ﾚH璽ｦ亦� � �� 侏�-2簫�

∴∴ � ��� ��

∴■臆臆易 ナイフ 薄ﾈ685x/�� �4�5��隙i畿 ツク隊 �,r�ケ岳主 兩I+ﾂ�-ダー 

ンの一種)でラッセルしなから

サイレンワークのトレーニング

もかねる｡ 7時50分､白沢天狗

尾根との大ジャンクションピー

ク喧下にいたる｡請雪はいよい

よ轢くラッセルは思うにまかせ

ないが空は冥膏に醐1襲ってサ

ングラス越しでもまぶしい程だ

遅々ではあるが次第に高度をう

はいダケかく帯をようやく抜け

出て8時には2400mのジャンク

ション-立つことができた｡風

は猿烈に強くほとんど立ってい

られない位の吹き万だ｡こゝで

アンザイレンを解いてテルモス

の紅茶を分け合った後､アタッ

クのMとTに注意を与えてから
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最後の攻撃に送り出す｡

我々の見守る中を彼らは決調などッナで毒ざかってい

った｡ 8時40分一旦川ひだに吸い込まれていた疲らはオ

レンジ色の二.廟こなって再び視界に現れくんくん高宴を

増してゆく､アイゼンに陵さかえたゞろうかなどと至極

当然な書を心配しながら二点の行動を目で追う｡ 9時5

分頂ヒ､宙下の稜線-廻り!上んだ彼らはそのまゝ再挙し

て遂に噸ヒへ立ったらしい｡ 〝やった〝と.軋まず絢の車

で呼んでみるが不悪義と感敦が拐いてこない｡ただ計画

以来の苦しかった幾つかのことが抑揚のように繕えきっ

で9)くのを感する｡全くさあやかな気持た.ようやく我

にかえってSと2人一足先にC2-と帰路をU､そぐ､ 10時

iiJY-iL-. 醗懸輩譲繋績饗ー 劔�� 
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C2へ帰投､一般する中にClからK先生達5名が登って来

て我々の報告に小躍りせんはかりに喜ぶ｡早速､双眼鏡

をうほい合いながらアタック隊を深していた連中は11時

30分､稜線上に現れた2点をみつけで騒ぎ出す､なる程

急ピッチで下降しているようだ｡ KとRはたまらず迎え

にとび出してゆく｡

12時､アタックと出迎隊の4人が無害真黒に雪煙した

顔を現はすと皆が馳けよって次々に握手を交す｡空はあ

くまで青く､山はあくまで白い｡まさにiIJ男たちにとっ

ては幸福の一瞬であろう｡アタックの連中のつきぬ話に

茸を傾けながら昼飯をパクックのも又楽しい｡話による

と南墨も落して来たそうだ｡食後はKO先生の措辞で雪

洞の設営訓練に汗を離す｡漸く雪の櫻家ができ上った頃

昨夜C2泊りだったTmとSをTuとKuに交代させて他は

又Clへと降りていった｡登頂を終えた日の夜は何時も楽

しいものであるポーターブルラジオから流れる音楽まで

も説き亙っているようだ｡

安曇平の山の会員に成功のあいさつをする約束の7時が

きた｡大きなボール箱がメラメラ燃え始める｡安曇平一

円に満たされた色とりどりの灯を眼下に､全会員の目が

この一点に焦点がしぼられているのだと思うと感慨無量

である｡

+　登頂攻功の握手を交すリーダーとサブリーダー

ホ　ポ　ジ　ロ･･･････････,･,･･･,･･･,･･,･････-一･････-･･-････-･･･一･･････-I-･･･--･･･一･へ一･･-･･---･････

長　沢　修　介

まだ蕾が来るのには早すぎると思われる様なある日

丁度前日迄の雨で銭り少なかった雪もわずか木陰に､

名銭りばか卵こ黒く汚れて伐っているだけでこの日射

はもう本当の番が来たかと思われるほど腰かた｡雪に

覆われてさびしい寒さと飢えをしのんで来た蔦達もや

つと安堵の胸をなでおろした様子で日当りの良い梢で

この日ざしをたのしんで早春を胸一つはいに吸い入ん

でいる様だ｡そんな庸二の唆かさにうか上してもう忘れ

てしまった笛でも思い辞しで吹くかの様にたどたどし

く小声でさえずりりを始める｡その声も始めのうちは

小声でとぎれときれであったのかしだいに長く大声に

なる｡ホポジロやシジウカラ等の翻訳よこのさえずり

編集室から･･･暖冬異変でスキー場もお手上げ､全く

珍らしい陽気です｡ 1 ･2号と少し百カタくなってしま

いましたが､北アルプスを郷土にもつねれわれは不思議

な自然界にもうー要目を向けてみようではありませんか

ご多忙のところ原稿をお寄せ下さった信州大学文頭学部

りの声を聞かせてくれる先導者である｡

ホポジロは昔から飼われて良く知られておりそのさ

えずりりも｢一筆路上仕候｣ ｢顕平つつじ自つつじ｣

等多く聞きならされている｡

小林国夫､教育学部､田中邦雄のIHiJ晩生に感謝申上げま

す｡

会員募集./大町山の会では新年開山の会員を募

集しております｡入会諦聖者は上伸町(北福島商店)福

島融会員まで申込んで下さい｡
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日　本　の　描　造　土

(日本の氷河と氷河周辺地形寒)

小　　林　　国　　夫

前号で日本アルプスのむかしの氷河の特徴とその時代

についてのべました｡ところが､氷河だけが独立に日本

プIT,ブスの横綱肘運に発生したhげではありません｡氷

河の発生は､むしろ気候寒冷化の一つの表現だとみなけ

ればなりません｡それならは､南山ゆ気候には､その当

時どのような特徴があったでしょうか?

1 ､山地の気候と植物葡

こ存知のように､大気の上層部になるに従って地表の

影響が小さくなり､気温は低下します｡そういう気温の

ちが同こ影響されて､榔勿の繍蕨と分補がちかい､全体

第一表　高山の気候と植生との関係

栖　罷　工)

｢雪線の7- 8月の平均気温は0cc-5°Cのあいだに

ある｡日射の影響のつよい低緯度地方､あるいは積雪量

の少ない地方では00Cにちかくなる｣ということが原則

でしょう｡

森林限界より上､雪線の下のある巾をもった地帯の気

候を嘩氷雪気候(サブナイヴア)レ･クライメ一口　とい

ったりし､または氷河周辺気候(ペリグレーンアル｡ク

ライメート)といいます｡この巾というのはだいたい数

百米以上あるといわれていますが､日本アルプスではげ

んさいでも森林限界より上方の地域には､ここでいう氷

河周辺地域になっています｡この地域を特徴すけるもの

は梯進上の出現ということです｡

2､日　本の構造土
4,oooL雪線一水　草河気候宮の平均気温0｡-5｡

高向草原
薄町周辺訪攻

1957年北海道のトムラウシ山の附通で

+12oC (牢乎貢諦'.JOoC) i　見室な樹壁土7母呂見されました(第1図)

構造上限界綴

として植生は軸ji･描造,-2'_･とっています｡ (第1萎)

ところで高時頼精と針難剃棚‡の就航÷森林限界と

よよことはこ停知でしょう｡森林限界oIT'･i',]気温を実際

(現翻別と理論的な計算とから､剛許しますと夏､つまり

7-8月の平鴎-,t温は120C内外､ I-2月のそれは､

-12｡C内外になります｡このことから年間の平均気温を

たしますと､ざっとみてOoCであるということがいえま

す｡とくにむかしケッペンという人が森林の北限におい

て最腰月の平均を10ccをしめすといったことにくらべ

ると森林の限界の高さが低いことをしめずようです｡

まえにお話したように､小氷河が発生できる下限の線

を雪線(スノーライン)とよんでいます｡

もっとも私たちは､しっさいにはこういうあいまいな

認め方をしておりません｡私たちは充分に小規棋な氷河

一一カール氷河がいくつかあるとき､その下限をつられ

る線をその場所での雪線とよんでいます｡

むかしから､雪線の気温については､いろいろな学者

によってまちまちなことがいわれてぎました｡そのなか

でもとくに雪線の夏の平均気温は0°Cだという惹兄は､

かならすしも成立しないものです｡星合誠氏と私とはこ

の点を追求してつきの結論にたっしました｡すなおち､

これは北海道庁地質調査所柄勾純俊氏と

当時信州大学文理学部の学生であった､

河内晋平氏とが見つけたものです｡この

構造土が発見されるまで日本では見牽なものだといわれ

たのは乗鞍岳範ガ池のものでした｡これは発見されたの

も日本でいちばん古く､そもそも日本の学者が構造土に

目をつけ関心をもちはじめた最初でした｡

信州では､この発見につゞいて各地から､勝進土の存

在が報告されミ屯田砂礫､亀甲醍堆､亀甲土壌ミなどと

地元の人にいわれてきました｡

おなじように見事であり､珍らしいケースとして北八

方岳横岳のちかくにある亀甲池には水惟鄭こできた構造上

があります｡これは佐久の白倉盛男氏によってはじめて

報告されたものですが､ふつう立科山の亀甲地といわれ

ています｡

まえにのべたトムラウシの櫓造土は､日本でこれまで

発見された構造上のうちでは､もっとも見事なものです

が､しかし､これとよく似たものが南アルプス南部で2

カ所から知られています｡ 1つは南アルプス最南端の光

(てかり)岳の頂上で､ 1つは上河内岳南方Ikmのお

花畑というところです｡ことにお花畑はトムラウシ岳の

凹地とよく似たところにあります｡これら両方とも2,5

00mの高さにあり､いずれも構造土の上に土壌がおおい

そこにスゲの類､ミヤマコゴメグサ､ミヤマブキノキり
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第1図　北海道中央高地トラウシ山北方稜線の環状

砂礫(楢勾氏撮影)海抜高度約1840m

ンソウなどが生えています｡これは､だから化石樹鵠二

とよばれうるものです｡ (第2図)

トムラウシ岳･乗鞍岳･お花畑･光岳などのもののよ

うに､大きい陳が網目状に小さい嫌のまわりにならんだ

ものを環状紗轢､あるいは淘状多角土とよんでいます｡

さいきんになって､粟北地方､北海道の各地からも構

造上の分布が知られました｡とくに明治大学の小疇氏そ

の他の人たちによって調査された縄園は広域的なもので

す｡私たちは協力して日本の樹告土の分布をつくろうと

いうことになっています｡

また､松本市近郊の美ヶ原やとくに鉢伏山で､たくさ

んの構造上を発見しました｡高さでは1,650m以上1,000

mのあいだにあり､本州ではおそらく鼓低にあるもので

しょう｡ひとくちに構造上とか氷河周辺地形といっても
一般にあまり知れていない種類のものがたくさんありま

す｡つきにそれらについてのべることにしましよう｡

3､氷河周辺地形の種類
日本でみられる氷河周辺地形を1955年に私は分

類私案を提出しましたが､ここにそれを一部修正

してみました｡

l流土　A平坦形

1環状砂轢　上ノ面､鉢伏山､お花畑､

光岳､立科山､乗鞍岳､御岳二ノ池

2　凹穴炒轢

3　細裂土　　虹科山地田地

4　石畳　　　　三傑蓮華岳

5　轢原　　　雲の平､荒川連岳

6　両立岩塊　鉢伏出

B斜面形

1岩層流　　白馬晶､野口五郎､ワリモ

由周辺　蝶ガ岳

2　集線紗轢　白馬岳､三ツ岳､鉢伏山､

空木岳､南駒が岳､小河内

岳　百聞平､茶日面(南ア

) (第3図)

3　浦上階段　立山､境川悟､茶日面､鉢

伏LLi､務が墾

4　岩塊流　　木皆勤ガ岳

5　岩石氷河　薬師酎中央カ-レ

1地形

1非対弥谷　八が冨山鎚､小渋川

2　〝間接　　　各地

8　二面Il稜　　　〝

4　雪銀閣谷　　　〝

このように多くの種雑の氷河周辺地形が知られ

ていることは､日本アIレブス山頂地域が正真正

銘の氷河周辺地城であることをしめしています｡

4どういうところにできるか?

日本ア′レブスの旧恥地域では､冬の雪は､大陸高旺部

からの炊き出しによってもたらされます｡そのため稜線

附近では､雪は酬別の斜面よりも離間の余聞に厚く堆積

します｡おそらくおなじような事情が､氷河時代にもあ

ったのでしょう｡力つレ氷河の大部分が郡部こかきられ

ること､廉側の斜面が西側にくらべて急になることもそ

れによるものといえましょう｡つまりこれが非対称山稜

のなです｡

非対称山稜は日本ア'レブスの氷河周辺城に特徴的な景

観ではありますが､しかしこ油ま冬季のモンスーンの降

雪晶の多い南北性の帥こもみられるもので､たとえば出

羽丘陵の朝日連峰､おなじく秋田県の大平山などに知ら

れています｡

ところで第4図のような稜線を考えてみましょう｡構

築2図(写真下)南アルプス最南端光岳の化石措造土

網目を草がおおっでいる｡海抜高度2,500m
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道上のうちでも環状砂旗ができるのは､稜線の部分つま　　　をおこし､そのためにふるいわけがおころと考えられま

りたいらなところです｡しかし､集線砂陳は西側の200　　　す｡そしてできあがる構造土は†芭径30cm以下の小さい
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第3図　白馬近傍の集線砂礫､紙礫の部分に葦が生えている

以下の斜面にできます｡凍側はかいして急勾配のために

できません｡

5構造土の極地型と熱帯型
構造土に熱帯型と極地型があるということは､ボン大

学のトロールがのべたことでした｡熱帯型というのは熱

帯､亜熱帯の山でいうと高度5,00Omくらいから上にで

てくる型です｡ここでは夜は土壌が凍結し､日中は融解

ヒマラ　ヤの装備を寄贈

ネパール学術探険隊(隊長川富田二郎氏)の一員とし

て参加した京都大学の曽根原英夫氏は昨年12月に帰国､

このほど当館に使用装備一式(シエラーフ･ザック､ピ

ッケ)レ等19点)を脊臆され本舗｣_i岳展示室に展示されて

います｡

ま　た　ピ　ッ　ケ　ル　も

本紙第3巻10号でお知らせしましだ札暁の圃遍茂氏か

らのヒツケIレの寄贈ま､その後､ヒマー7-や行きの装備で

多忙を極め､予定より連れ先日特殊鋼穴あきヒツケIレ､

及びピッケルを需贈されました｡なお製作過程を示す標

本も後に寄贈されることになっています｡

｢針　ノ　木　岳｣　出　版

昨年-ヶ年聞本館学芸員､調査員､信州大亭々生によ

って行なわれた針ノ木岳(純川谷)総合調布は｢釘ノ木

岳｣と云う調査報告として4月1日に出版されることに

なりました｡内容は自然科学が主となりますが､針ノ木

岳開発史､文献目録もまとめられています｡

お願い　本紙の購読と希盟の方は1カ年蔭読料17

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便営為､

郵便切手で長野県大町市､大町山岳博物館あてど

送金下さい｡　　　　　　　大町山岳博物館

型です｡しかし極地の方へゆくと､屯径が1m-7 m

におよぶ大型の構造土ができています｡したがって

ダリラーンンド､スピッツベルゲンなどではそうい

う大型のものができています｡

ところで日本のは熱帯型だという風にこれまでい

われてきました｡日本のは､北アルプス､鉢伏山そ

のほかでみるように何れも小型のものであることは

確かです｡しかし､立科山､御岳､お花畑､光岳､

乗鞍岳のはいずれも1m-3mぐらいあるのです｡

そしてこれは何れも凹地で水が多いところです｡こ

のことから､私は大型のを湿潤型､小型のを琵操型

という風によんでいます｡

構造土は全く乾操しているところではできません

土壌中にある程度の水が貯えられていて､それが凍

結､融解をくりかえすことによってできるものですだか

ら帯水している層が厚いところつまり湿潤な所では形が

大きくなるということは､どうもありそうなことに思わ

れます｡

この数年間､日本の櫛道上のことはよくわかってきま

した｡この頃は北海道の人たちがたいへんねっしんに調

べておられます｡北アルプスのふもとに住むわれわれも

今後大いにこれを研究してみようではありませんか｡

1959. 1月2日一松本にて
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第4図　　白馬岳頂上北方の非対称山稜

西斜面に集線砂礫が発達する
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